
項 ⽬ 内 容

名称 オレアノール酸、カリオフィリン [英]Oleanolic acid、caryophillin [学名]-

概要 オレアノール酸は、オレアナン⾻格をもつトリテルペンのひとつである。オリーブ

から初めて単離され、今では広く植物に分布していることが知られている。

法規・制度 ■⾷薬区分

「専ら医薬品として使⽤される成分本質 (原材料) 」にも「医薬品的効能効果を標ぼ

うしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料) 」にも該当しない。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・分⼦式Ｃ30Ｈ48Ｏ3、分⼦量456.71、融点310℃、無⾊針状晶 (32) 。

分析法 ・ムラサキイノコヅチのオレアノール酸をHPTLCで分析した報告がある (101) 。

有効性

ヒ 循環器・

ト 呼吸器

で

の

評

価

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。



免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。
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